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がありますが、この rejection free は稀有の特
性であり、今後の大きな可能性を予感させます。
さあメインエンジン点火　
　応用研究への国の補助には年限があるべきで
す。つまり補助金はスペースシャトルのブース
ターです。ブースターで勢いがある間にメイ
ンエンジンに点火できるか？ 10年選手である
GIS 研究の最大のポイントがこれでした。
　ここでメインエンジンは利益の享受者です。
我々の成果の直接のユーザは病院であり自治体
ですが真の受益者は地域住民です。しかも現在、
病院・自治体に費用負担の余裕はありません。
ですから住民こそがメインエンジンです。
　住民が判定できる鮮明で明白な費用対効果は
災害専用システムでは無理です。しかし平常時
と災害時を一括するならば可能です。文科省が
手を差し伸べてくれ、（中期計画からはみ出るため
防災科研の外で）研究は成功裡に進んでいます。
